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Background
MedicinalplantsfromSouthAfricaarerichsourcesofleadcompoundsforthe







































審 査 結 果 の 要 旨
南 ア フ リカの植物 は種類 ばか りではな く固有種 が多 く,新 薬 の開発 には魅力 的な存在で ある。
またその多 くは伝承 医学 において,ヒ ー ラーによ り使用 されて い るものが多数 あ る。代表的な植
物 であ るPeltophorumaLfi'icanum(PA)andCombretummolle(CM)は 伝統 医療 に幅広 く使われ
てい る。 下痢,赤 痢,熱 性 疾患,咽 頭痛,ヒ ト免 疫不全 ウイル ス感染症(HIV),後 天性免疫不
全症候群(AIDS)に 適用 され ている。
ここで はPAとCMの エ キスの抗HIV活 性 をMAGICCR5+細 胞 を用 いて検索 した。 この
細胞 はHIVの 主 た る受容 体であ るCD4分 子 と補 受容体 で あ るCCR5,CXCR4を と もに有す る
細 胞で あ る。HIV感 染 によ り侵入 したtatが 作用 す るLTRの 下流 にLacZを 有 し,そ の活性 で
感染 を定量 で き る。HIVと してはCXCR4を 用 いて感 染す るpNL4-3(X4)とCCR5を 用いて
感染 す るJRCSF(R5)を 用 いた。
樹皮 よ り得 たエ キス を シリカゲルで分離 し各分 画 の抗HIV活 性 を検索 した。
PAの エ キ スの酢 酸 エチエ ル とブ タノール分画 にはX4とR5両 方 に対 して抑 制 活性が見 られ
た。 それ らの分 画 には以前 に(+)-catechinとbergeninが 分離 されて いる。 しか しこれ らのコン
パ ウ ン ドには抗HIV活 性 を検 出で きなか った。 それ以 外 にテオ君 はベ ツ リン酸 が含 まれて いる
ことを始 めて発見 した。 その分画 の抑制選択的指数(SDはR5に 対 して71.1でX4に 対 して は
308で あ った。 それ ゆえ に南 アフ リカで エイズ患者 に使 用 されて い るPAに 抗HIV活 性を もつ
ベ ッ リン酸 が含 まれて いた とい うのは新 しい発 見 であ る。CMか らは感 染抑制 を示す コンパ ウン
ドは同定 で きなか った。
テオ君 は さ らにベ ツ リン酸 の作用機序 としてCCR5に 結合す るた めで あ る可能性 を示 唆 した。
これ らの解 析 は極 め て貴重 な学術 的価値 を持 つ。
よって,本 論文 は博士(医 学)の 学位論文 と して合格 と認 め る。
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